
総務委員会会議録 

１ 期  日  令和８年２月25日（水） 

２ 会 議 場  第３委員会室 

３ 開会時刻  午後１時30分 

４ 閉会時刻  午後２時７分 

５ 出 席 者  委員長  安田 彰     副委員長  藤澤 恭子 

委 員  富田 まゆみ   委 員   勝川 志保子 

委 員  山田 正彦    委 員   塩﨑 克彦 

当 局  担当部課長 

事務局  石山 楓 

６ 議  題 

(1) 議案第18号 掛川市部設置条例の一部改正について 

(2) 議案第39号 防災行政同報無線設備更新工事請負契約の締結について 

７ 会議の概要 別紙のとおり 

８ 署  名  総務委員会委員長  氏 名  安田 彰 

令和８年２月25日 

以上のとおり報告します。 

 

（あて先）掛川市議会議長   藤原 正光 

 



－1－ 

議 事 

午後１時３０分 開議 

○委員長（安田彰） ただいまから総務委員会を開会いたします。 

 今定例会におきまして、当委員会に付託されました議案は 2件です。よろしく御審査をお願いし

ます。 

 それでは、諸般の報告として、私から数点申し上げます。 

 初めに、当局から説明資料の配付について申出があり、委員長において許可しましたので、サイ

ドブックスに掲載いたしました。 

 次に、発言の際には挙手の上、委員長の許可を得てから、必ず自席のマイクのスイッチを入れて

発言するようお願いします。 

 また、質疑においては、議案等のページ数を示し、疑問点を明瞭に発言することとし、一問一答

方式でお願いします。答弁においても、簡潔に分かりやすくお願いします。 

 なお、議案等に関係のない質疑や意見は、控えていただきますようお願いします。 

 また、傍聴の申出がありましたので、御報告申し上げます。 

 以上、事務連絡といたします。 

 それでは、審査に入ります。 

 初めに、議案第18号 掛川市部設置条例の一部改正についてを議題とします。 

 それでは、企画政策課の説明をお願いします。 

〔企画政策課長 説明〕 

○委員長（安田彰） ただいまの説明に対して質疑をお願いします。 

 藤原委員。 

○委員（藤原正光） 今回の経営企画部には行財政改革に関すること、くらし環境部には住宅及び

建築に関すること、都市建設部には公共交通に関することが移管されますが、どのような行政効果

を期待するか教えてください。 

○委員長（安田彰） 石山企画政策課長。 

○企画政策課長（石山基和） まず、今回の条例改正の趣旨ですが、令和 6年度に大きな組織の改

正をしております。したがいまして、今回の条例改正については、重要施策の実施に向けた体制構

築であるとか、あるいは令和 6年度、令和 7年度も含めて実施をしてきている中で明らかに課題と

なっていることについての調整を行ったということによります。 

 まず、財政改革につきましては、このような財政状況の中、優先順位をしっかり見極めて協議を
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していくというところについて、行財政改革審議会等を構築して進めていく検討をしていくという

ことから、経営企画部に今回の事業を入れてございます。 

 それから、くらし環境部の住宅と建築につきましては、くらし環境部くらしデザイン課に移住と

空き家の施策がございます。建築をここの組織に入れることで、空き家の十分な活用であるとかあ

るいは移住施策、リノベーション、こういったものを一体的に整理していく必要があるということ

でこのような判断をしてございます。 

 それから、都市政策課に交通政策係を移したことに関しては、交通施策の解決については、地域

住民の郷土愛とかそういったところが大変重要であるということから、令和 7年度については、生

涯学習まちづくり部の中でＡＩオンデマンド交通等をしっかり実施をしてきたわけでございますが、

今後は、こういった方向性がある程度見えてきたという中で、交通事業者としっかり共創した都市

インフラとしての事業推進が望ましいという判断をして、今回は都市建設部に移しているというこ

とでございます。 

○委員長（安田彰） 藤原委員。 

○委員（藤原正光） 今回のこの見直しで、人員配置の変更人数とかというのがあるんですけれど

も、組織再編による人件費の増減というのはあるんですか。 

○委員長（安田彰） 石山企画政策課長。 

○企画政策課長（石山基和） それぞれの部と課の設置の定員に関しては、今、組織と併せてこれ

から確定を行っているところでございます。必要に応じて今ある所管課から移すに当たっては、現

状を踏まえた上で、さらに重点を置く必要がある部分については、今の定員よりも増やしている部

分もございますし、全体として調整を図っています。 

○委員長（安田彰） 藤原委員。 

○委員（藤原正光） 先ほど、いろいろ政策をやっていくところでやりにくいところは戻したりと

かというようなお話があったんですけれども、今回のこの再編によって、かえって縦割りが強まっ

ちゃうというような懸念はないでしょうか。 

○委員長（安田彰） 石山企画政策課長。 

○企画政策課長（石山基和） 御指摘のとおり縦割りというのは、非常に組織も含めて行政運営を

していく上で改善をしていかなければいけないと思っています。全員協議会の中でもお話をさせて

いただいたとおり、今後検討する内容としては、この組織の変更と併せて、先ほどおっしゃってい

ただいた定員管理、あるいは職階や組織の簡素化、それから、今は課と係という形にはなっている

んですけれども、実態とすると、課の中で、課長のマネジメントで係を超えて業務連携をしている
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という部分もございますし、あるいは部を超えて業務連携をして、平準化を図りながら業務の効率

化を図っているというところもございますので、組織とすると、このような組織体制にしておりま

すが、運用とすると人事評価の一体の見直しも含めて、組織的にうまくまわる運営体制にしていき

たいと考えています。 

○委員長（安田彰） 勝川委員。 

○委員（勝川志保子） 今の質問へのお答えの中で、今後、定員とか人員のところを確定していく

ような話だったんだけれども、今、予算書を一生懸命読み込んでいるんだけれども、そうすると部

ごとに減っているところとか、ここを増やしているんだなとかという、一般職の職員給与のところ

とかであれっていうところは見つけてはいるんだけれども、そのことを今おっしゃっているの。も

うそこの部分というのは予算に反映されているわけですよね。 

○委員長（安田彰） 石山企画政策課長。 

○企画政策課長（石山基和） 定員については、正規職員も会計年度任用職員も、全体の中で定員

管理をしっかり考えながら、あるいはこれから先10年を見込んだ中で、しっかり整理をしていくと

いう御理解をいただければと思います。 

○委員長（安田彰） 都築経営企画部長、どうぞ。 

○経営企画部長（都築良樹） 今の補足なんですけれども、掛川市一般会計予算説明書に人件費が

載っている費目がいろいろありますよね。あそこに何人というのと、 4月 1日現在の定員配置は違

います。予算上は現時点での配置を基に予算を割り振っていますけれども、今、企画政策課が定員

配置をしているものと 4月 1日のものは違います。それをいつ精算するかというと、11月定例会で

の人件費の補正のときに、きちんと人数も合わせて、金額も合わせて補正します。 

○委員長（安田彰） そのほかに質疑ございますか。 

 山田正彦委員。 

○委員（山田正彦） よりよい成果を生むための組織的マネジメントの工夫ということで大変あり

がたく思います。よく市民の方からは「課の名称が変わって分かりにくい」、「窓口がどこ行っち

ゃったんだっけ」というようなお声を聞くこともありますが、どんな工夫をされてこういった課題

を解決される予定なのか、あれば教えてください。 

○委員長（安田彰） 石山企画政策課長。 

○企画政策課長（石山基和） ありがとうございます。おっしゃったとおり、例えば令和 8年度に

関しては、生涯学習協働推進課を未来共創課、協働から共創へというところで、名称については、

市民の方に親しみがあるところについては大きな変更があったと思います。組織の名称、あるいは
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仕事のやり方も含めて、今回の変更については、しっかり周知をしながら進めていきたいなと思っ

ています。市民の皆さんに、課の名前から何をやっているかというのが、なかなか分かりにくいと

いうところがございますので、周知が必要かなというふうに思っておりますので、これについては

しっかり努めてまいりたいと思います。 

○委員長（安田彰） そのほかに質疑ございますか。 

〔「ありません」との声あり〕 

○委員長（安田彰） それでは、質疑を終結いたします。 

 質疑が終了しましたので、ここで委員間討議を行います。意見のある方はお願いします。 

 勝川委員。 

○委員（勝川志保子） 今の御説明の中では、予算書だけだと人員の配置が分からないというのも

分かったものですから、企画政策課が考えている、ここを増員して、ここをちょっと減らしていく

よとかという資料も出してもらったりして、全体の部・課、この再編を承認するに当たっては、本

当に仕事が回るのか、移したときにどうなるのかというのが納得できるものをちょっと添えていた

だけるようにお願いしたいなというふうに思います。予算書の中では、人員が減らされる部も見つ

けているので、実際にこの部の再編が働いている職員の皆さんにとっての加重負担になったりとか

ということがないようにしないといけないなと、そこはちょっと総務委員会として目を配っていき

たいところだなというふうに思いました。 

 あともう一点は、おっしゃった周知ですよね。やはり協働推進課のところなんかは人がいっぱい

行くところで、区長なんかもしょっちゅう行く窓口ですし、あと高齢者公共交通外出助成券を配る

ところも、令和 6年から令和 7年に変わって、令和 7年からまた令和 8年に窓口が変わるようにな

ると思いますので、今こうやって貼り出してくれているんだけれども、そういう周知もとにかく見

えるように、分かるように大きな掲示をしてもらって、単に課が書いてあるだけじゃなくて、そこ

で何をやっていてというのが分かるように、最初は特にしなきゃいけないんじゃないかなというふ

うに感じました。 

○委員長（安田彰） 今、すみません、勝川委員の意見に対して、具体的な数字を示さないと、こ

の条例には賛同できないというような趣旨での意見ということなんですか。 

○委員（勝川志保子） そうではなくて、委員間討議ですよね。 

○委員長（安田彰） はい。 

○委員（勝川志保子） なので、そういうところも含めて、やはりこの条例自体はもう全員協議会

でも承認している部分でもあるし、異議はないんだけれども、 4月 1日に向かうところでは私たち
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も承知しながら、予算書を読むだけでは分からないということなので、分かるようにしておきたい

なという。 

○委員長（安田彰） つまり、市の職員の配置が非常に重要だから、そこについても気を配るとい

うか、私たちも関心を持っていきたいというような意見ということでよろしいですか。 

○委員（勝川志保子） そうですね、はい。 

○委員長（安田彰） 今の勝川委員の意見に対して何かありましたらお願いします。 

 藤澤副委員長。 

○副委員長（藤澤恭子） 勝川委員のおっしゃることは本当にごもっともだと思いますけれども、

今回の条例の一部改正に関しましては、これはこれということで、私はこれは非常に必要なことで

あると思いますし、これから先このように改正することによって、より掛川市が働きやすいような、

そしてまた仕事がしやすいような、こんな方向性になっていけばいいなと思います。 

 そして、やはり市民が分かりやすくということは非常に重要でありますので、それはまたそれで

別の問題として、総務委員会のほうでしっかりと議論を重ねていきたいと思っております。 

○委員長（安田彰） そのほかに意見ございますか。 

 富田委員。 

○委員（富田まゆみ） 私も今回の改正は、今までよりも非常に分かりやすくなったんじゃないか

な、そういった意味できちんと整理されたように私は受け取っておりますので、こんな形で進んで

いけばいいというふうに思っております。 

○委員長（安田彰） そのほかに意見ございますか。 

〔「ありません」との声あり〕 

○委員長（安田彰） では、以上で討議を終結します。 

 討論はありませんか。 

〔「ありません」との声あり〕 

○委員長（安田彰） それでは、採決に入ります。 

 議案第18号 掛川市部設置条例の一部改正について、原案のとおり可決することに賛成の方の挙

手をお願いします。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（安田彰） 下ろしてください。 

 議案第18号については、全会一致にて原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

○経営企画部長（都築良樹） 委員長、すみません。 
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○委員長（安田彰） はい。 

○経営企画部長（都築良樹） お認めいただいちゃったものですから非常にありがたいんですけれ

ども、 1つ大事なことだけ説明させてください。 

 各組織への人事の配置の関係なんですけれども、例えば企画政策課で、この係には 5人が適当だ

ろうと配置します。次にそこに人事課が人を割り当てていくんですよね。企画政策課が 5人と割り

当てるときには、どの職員も同じレベルの仕事ができる、パフォーマンスを発揮できるという前提

で貼り付けます。ですけれども、実際にはでこぼこがあるんですよね。なので、人事課ではこれま

でのいろいろな人事評価とか能力を勘案して、ここは確かに 5人でいいだろう、あるいは 4人工で 

 5人工のパワーが発揮できるといえば、そういう人数調整もします。もっと言うと、こんなことは

あっちゃいけないんですけれども、 0.3人工ぐらいしか仕事ができないとなると、そこに増員する

ということもあります。 

 そういう調整をやって 2月の中旬くらい、 3月の上旬ぐらいにまとまってくるものですから、企

画政策課の案というのは参考程度で、実際の配置というのは、人の能力まで勘案した配置をやって

いるということですので、その辺御理解いただければと思います。 

○委員長（安田彰） はい、分かりました。 

 休憩を挟まず、そのままいかせていただきたいと思います。 

 次に、議案第39号 防災行政同報無線設備更新工事請負契約の締結についてを議題とします。 

 それでは、行政課の説明をお願いします。 

〔行政課長 説明〕 

○委員長（安田彰） ただいまの説明に対する質疑をお願いします。 

 富田委員。 

○委員（富田まゆみ） ちょっと基礎的なことで申し訳ありませんが、事業概要の御説明の中で、

令和 7年度までの時限的措置だけれども、令和 7年度中の契約で令和 8年度以降もと書いてあると

いうと、例えば、残っている箇所の全ての契約までできるんでしょうか。 

○委員長（安田彰） 熊切行政課長。 

○行政課長（熊切紀和） 令和 7年度中に令和 8年度以降の設置あるいは廃局に関する契約を締結

できれば、その部分についても事業債の対象となるということです。 

○委員長（安田彰） 藤原委員。 

○委員（藤原正光） 一般競争入札で落札率 99.91％という話、 1者というお話でしたけれども、

これはＮＥＣ静岡ビジネス株式会社で、前回、令和 7年の 6月に締結したやつと同じ事業者という



－7－ 

のと何か関係があるんですか。 

○委員長（安田彰） 熊切行政課長。 

○行政課長（熊切紀和） 掛川市の落札率は平均95％前後なので、今回の落札率は非常に高い水準

となりました。電気通信という特殊な工種であるため、より多くの応札者が集まるよう、静岡県内

に本社または支店等を有する者を入札対象として範囲を広げました。市のホームページや業界新聞

への掲載など、多くの応札者を募るための広報活動に努めましたが、結果的に応札があったのはこ

の 1者のみでした。前回の落札事業者がＮＥＣ静岡ビジネスであったことと、今回の結果に関連性

はないです。請負が可能な企業は 5社ぐらい存在していると聞いていますが、公告内容を精査した

上で、最終的に応札した事業者が選ばれました。 

○委員長（安田彰） 藤原委員。 

○委員（藤原正光） 今のお話でいくと、例えば同規模自治体と比較して事業費とかというのは、

基本的には妥当な水準というふうに考えてもいいんですか。 

○委員長（安田彰） 熊切行政課長。 

○行政課長（熊切紀和） 今回、落札率は高いんですけれども、予定価格を下回っておりますので、

妥当な水準であり、契約は成立すると考えています。 

○委員長（安田彰） 藤原委員。 

○委員（藤原正光） この議案ですけれども、今、赤堀危機管理課長もいらっしゃいますんで、ち

ょっと資料のほうでお聞きしたいんですけれども、よろしいですか。 

○委員長（安田彰） どうぞ、はい。 

○委員（藤原正光） 撤去によって聞こえなくなるような地域というのは生じないのかなというの

が心配になっているんですけれども、クレームがあって、撤去したけれども、もう一回つけ直すと

いうようなお話も聞いたんですけれども、その辺は大丈夫なんですかね。何か数値があって撤去し

た、だけれども、やはり聞こえないというようなクレームがあったというので、このもともとの水

準というか基準というのがおかしくはないという、正当な何か理由があっての撤去だったかという

のをちょっとお聞かせ願えればと思うんです。 

○委員長（安田彰） 赤堀危機管理課長。 

○危機管理課長（赤堀義幸） 危機管理課の赤堀です。 

 この工事を実施するに当たり、まず音波調査というものを行っております。その音波調査を基に

撤去できる数を割り出しております。ただ、実際に工事に入りますと、若干聞こえづらいとか、そ

ういったお声もいただいております。そこは適宜対応していきますが、例えば、従来のスピーカー
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から若干出力の高いスピーカーに切り替えるとか、そういったことをやりながら対応してまいりた

いと思っております。 

○委員長（安田彰） 藤原委員、どうぞ。 

○委員（藤原正光） 市民感覚でその判断対応をしていくということになると、何か聞こえ方の検

証方法とかというのはあるんですか。 

○委員長（安田彰） 赤堀危機管理課長。 

○危機管理課長（赤堀義幸） まずは市民の皆様方のお声をお聞きして対応したいと思いますが、

全ての方に同じように確実に音声が届くというものではございません。どうしても風向きがあった

りですとか、いろいろな事情があって聞こえづらいのもございます。それを補完するのが防災ラジ

オやＳＮＳのＬＩＮＥ等でございますので、全ての方に確実に音声を届けるというものではないと

いうことを御理解願えればと思います。 

○委員長（安田彰） そのほかに質疑はございますか。 

 藤澤副委員長。 

○副委員長（藤澤恭子） 入札についてもう一度伺います。 

 これは令和 7年度中の契約をということで、急遽、入札の期間が例えば短かったとか、そういっ

たことはあったんでしょうか。通常どおり入札の期間等、何の問題もなくできて 1者だったのかと

いうところをお伺いしたいと思います。 

○委員長（安田彰） 熊切行政課長。 

○行政課長（熊切紀和） 結論から申し上げますと通常どおりです。令和 7年12月23日に公告を行

い、開札したのが令和 8年 1月15日となります。 

○委員長（安田彰） そのほかに質疑ございますか。 

〔「ありません」との声あり〕 

○委員長（安田彰） それでは、以上で質疑を終結いたします。 

 質疑が終了しましたので、ここで委員間討議を行います。 

 意見のある方はお願いします。 

 勝川委員。 

○委員（勝川志保子） 意見、討議でいいんだよね。 

○委員長（安田彰） はい。 

○委員（勝川志保子） やはりこの入札率 99.91％というのが、何かうーんって思っちゃいますよ

ね。一般競争入札で 1者しかなかったらこういうことになるわけなんだけれども、実際にどうなの
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かというのが私たちにはやはり分からないじゃないですか。本当に専門家じゃないから分からない

のよね、こういうのって。だから、そこら辺に単なる入札率ということじゃなくて、工事内容が分

かっている専門の知識のある方とかの助言とか、そういうのも参考にしながらこういう契約という

のはやられていくべきものかなというのがちょっと感じたりしています。市民に契約内容を説明す

るときに、全体でいくと22億円に近いのが 1社にどんと何年かごとにずっと仕事としていくわけな

ので、もうそれが法的に云々ではないよというのは分かったんだけれども、説明ができるような裏

づけ、エビデンスが必要かなというふうに思いました。 

○委員長（安田彰） 勝川委員からの意見に対して意見のある方はお願いします。 

 藤澤副委員長。 

○副委員長（藤澤恭子） やはり落札率につきましては、委員のほうからも心配がありましたけれ

ども、様々な質問の中から間違いないなということで安心はいたしました。そして、何より時限措

置に対して 1者でも入札がなかったら大変だったかなということを逆に思いますので、非常にこれ

は重要な事業だと思いますので、継続的に、そして市内全ての同報無線がきれいに新しく更新され

ていくということが非常に安心につながったと思います。よかったです。 

○委員長（安田彰） そのほかに御意見ありますか。 

〔「ありません」との声あり〕 

○委員長（安田彰） 以上で討議を終結します。 

 討論はありませんか。 

〔「ありません」との声あり〕 

○委員長（安田彰） それでは、以上で討論を終結します。 

 それでは、採決に入ります。 

 議案第39号 防災行政同報無線設備更新工事請負契約の締結について、原案のとおり可決するこ

とに賛成の方の挙手をお願いします。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（安田彰） 下ろしてください。 

 議案第39号については、全会一致にて原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 以上で、当委員会に付託されました議案の審査は終了いたしました。 

 当委員会で審査した議案の討論通告締切りは、明日 2月26日木曜日午後 1時です。 

 それでは、総務委員会を終了いたします。御苦労さまでした。 

午後２時７分 閉会 


